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11
月
４
日
か
ら
14
日
ま
で
の
間
、
第
12

施
設
群
（
群
長
・
山
根
１
佐
）
は
矢
臼
別

演
習
場
秋
季
定
期
整
備
を
実
施
し
た
。 

 

10
月
30
日
に
岩
見
沢
駐
屯
地
で
実
施

し
た
編
成
完
結
式
に
お
い
て
群
長
は
『
先

行
的
か
つ
完
成
度
の
高
い
整
備
の
追
求
に

よ
る
任
務
の
完
遂
』
『
基
本
基
礎
の
確
行

に
よ
る
安
全
管
理
の
徹
底
』
の
二
点
を
要

望
し
、
「矢
臼
別
演
習
場
は
、
師
・
旅
団
規

模
の
実
動
演
習
が
実
行
可
能
な
、
陸
上

自
衛
隊
最
大
の
道
場
と
い
う
べ
き
演
習

場
で
あ
り
、
我
が
第
12
施
設
群
の
担
任

す
る
整
備
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
」
と

訓
示
し
た
。 

 

今
回
は
、
装
軌
車
道
荒
廃
箇
所
の
一
部

に
「
ジ
オ
ウ
エ
ッ
ブ
」
「
テ
ン
サ
ー
」
と
い
っ
た

民
生
品
を
活
用
し
た
。
「
ジ
オ
ウ
エ
ッ
ブ
」

は
他
の
演
習
場
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、

「
テ
ン
サ
ー
」
を
使
用
す
る
の
は
自
衛
隊

初
の
試
み
で
あ
り
、
す
で
に
民
間
で
効
果

が
実
証
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
資
材
を
使

用
す
る
こ
と
に
よ
る
路
盤
支
持
力
の
向

上
が
期
待
さ
れ
る
。
構
築
デ
ー
タ
の
収

集
・
分
析
・
評
価
を
確
実
に
行
い
、
今
後
の

装
軌
車
道
整
備
の
た
め
の
資
と
す
る
。 

 

本
整
備
間
、
北
部
方
面
通
信
群
（
群

長
・
岡
１
佐
）
の
支
援
を
受
け
、
指
揮
シ
ス

テ
ム
の
野
外
展
開
を
実
施
し
、
上
下
級
及

び
隣
接
部
隊
と
の
情
報
・
認
識
の
共
有
を

図
り
、
指
揮
幕
僚
活
動
能
力
の
向
上
に

努
め
た
。 

 

群
は
天
候
の
急
変
等
各
種
影
響
に
柔

軟
に
対
処
す
る
た
め
の
作
業
見
積
り
、
工

程
管
理
を
適
切
に
し
、
計
画
さ
れ
た
整

備
箇
所
の
先
行
的
整
備
、
整
備
順
序
の

変
更
を
実
施
す
る
と
と
も
に
民
生
品
の

活
用
等
、
常
に
新
た
な
取
組
み
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
技
術
の
練
磨
と
創
意
工
夫
に
努

め
『
北
海
道
の
道
場
化
』
推
進
の
た
め
、
全

員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
無
事
任
務
を
完
遂

し
た
。 

先
行
的
か
つ
完
成
度
の
高
い 

 
 

整
備
の
追
求
に
よ
り
任
務
完
遂
！ 

第３１２施設器材中隊 
装輪車道側溝崩壊箇所整備 

第３４２施設中隊 
装軌車道荒廃箇所整備 

第３３７施設中隊 
排水整備（側溝改修） 

第１２施設群長による 
現地指導 

第３１２施設器材中隊 
装軌車道荒廃箇所整備（テンサー使用） 

第３１２施設器材中隊 
装軌車道荒廃箇所整備（ジオウエッブ使用） 

雨にも負けず 
元気な隊員たち！ 

ぐり石をひとつずつ 
丁寧に敷き並べる 

第３０２坑道中隊 
骨材積載・運搬 



＃２群合同訓練検閲 
第３３６施設中隊・第３３７施設中隊訓練検閲 

 

９
月
14
日
か
ら
22
日
ま
で
の
間
、
第
12
施
設

群
（
群
長
・
山
根
１
佐
）
は
矢
臼
別
演
習
場
に
お

い
て
、
＃
２
群
合
同
訓
練
検
閲
（
第
３
３
６
施
設

中
隊
及
び
第
３
３
７
施
設
中
隊
訓
練
検
閲
）
を

実
施
し
た
。 

 

今
回
の
合
同
訓
練
検
閲
は
、
９
月
14
日
か
ら

28
日
の
間
で
第
11
旅
団
演
習
に
参
加
し
、
第
11

旅
団
の
防
御
支
援
の
中
で
、
第
３
３
６
施
設
中

隊
（
中
隊
長
・
坂
根
１
尉
）
及
び
第
３
３
７
施
設

中
隊
（
中
隊
長
・
古
橋
１
尉
）
が
第
11
施
設
隊
と

協
同
し
て
第
11
旅
団
の
指
揮
所
（
４
．
５
型
簡
易

掩
蓋
掩
壕
）
の
構
築
及
び
障
害
の
構
成
を
す
る

も
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
中
で
も
旅
団
指
揮
所
の
構
築
は
、
期
間

中
の
ほ
と
ん
ど
が
好
天
に
恵
ま
れ
作
業
は
順
調

に
進
捗
し
た
が
、
夜
間
は
月
例
の
低
い
暗
夜
で

の
作
業
、
昼
夜
の
寒
暖
の
差
と
長
期
訓
練
に
よ

る
疲
労
の
蓄
積
に
加
え
、
19
日
に
は
１
５
０
㎜

を
超
え
る
激
し
い
雨
に
襲
わ
れ
た
。
し
か
し
、
降

雨
に
対
す
る
迅
速
な
排
水
の
処
置
、
工
程
の
修

正
及
び
隊
員
た
ち
の
現
状
を
打
破
す
る
強
い
意

志
と
任
務
完
遂
へ
の
熱
い
執
念
に
よ
っ
て
、
大
き

な
影
響
も
な
く
構
築
を
完
了
し
た
。 

 

両
中
隊
は
、
緊
密
な
連
携
・
調
整
を
す
る
と

と
も
に
確
実
に
企
図
を
徹
底
し
た
各
級
指
揮

官
、
不
眠
不
休
で
任
務
に
邁
進
し
た
隊
員
と
、

そ
れ
を
支
え
献
立
を
創
意
工
夫
し
て
毎
晩
夜

食
を
提
供
し
た
中
隊
本
部
な
ど
、
中
隊
一
丸
と

な
っ
て
任
務
を
達
成
し
た
。
視
察
に
訪
れ
た
第

11
旅
団
長
甲
斐
将
補
は
「
大
変
素
晴
ら
し
い
。

高
い
施
設
技
術
を
持
つ
第
12
施
設
群
と
、
そ
れ

を
指
揮
す
る
山
根
群
長
の
力
強
さ
を
感
じ

た
。
」
と
述
べ
ら
れ
、
構
築
物
の
極
め
て
高
い
品

質
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
20
名
も
の
隊
員
が

褒
賞
を
受
け
た
。 

 

今
回
の
指
揮
所
構
築
は
、
６
月
に
北
海
道
大

演
習
場
に
お
い
て
２
週
間
以
上
の
期
間
を
か
け

た
事
前
訓
練
を
行
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
明
ら
か

と
な
っ
た
問
題
点
等
を
中
隊
訓
練
等
で
確
実
に

是
正
し
た
こ
と
も
任
務
完
遂
の
大
き
な
一
因
で

あ
る
。
今
後
は
中
隊
の
行
動
等
を
検
討
し
て
じ

後
の
資
と
す
る
と
と
も
に
、
両
中
隊
は
中
隊
長

を
核
心
と
し
て
な
お
一
層
練
成
し
、
更
な
る
施

設
技
術
の
向
上
を
図
る
。 

組んだライナープレートを 
一つ一つ組み合わせていく 

広大な構築位置全体に偽装網を展張 
 

ライナープレートを運搬 
 

第１１旅団長 甲斐将補による視察受け 
 

食は戦闘力の基本！おいしいご飯が活力の源 
 

通路部の組み立て 
 

埋戻し後の植生 
 

気合を一致させて木材を運搬 
 

第１２施設群長 山根１佐による現場指導 
 

第１１旅団長より２０名もの隊員が褒賞を受けた 
 

第２部・第３部作戦室（第３３６施設中隊担任） 
 

作戦室（第３３７施設中隊担任） 
 



 

10
月
26
日
、
岩
見
沢
駐
屯
地

（
司
令
・
山
根
１
佐
）
は
、
松
野
哲

岩
見
沢
市
長
、
西
城
賢
策
三
笠

市
長
を
は
じ
め
、
多
数
の
ご
来

賓
の
方
々
の
ご
臨
席
を
い
た
だ

き
、
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
ア
フ
リ
カ
施
設

部
隊
能
力
早
期
展
開
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
要
員
と
し
て
派
遣
さ

れ
た
第
３
０
２
坑
道
中
隊 

今

誠
将
（
こ
ん 

し
げ
の
ぶ
）
２
曹
の

帰
国
行
事
を
実
施
し
た
。 

 

本
任
務
は
、
昨
年
の
国
連
Ｐ
Ｋ

Ｏ
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
合
に
お
い
て
、
安

倍
総
理
が
表
明
し
た
「
積
極
的

平
和
主
義
」
の
貢
献
策
の
一
つ
で
、

東
ア
フ
リ
カ
の
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
へ
の

施
設
部
隊
派
遣
候
補
国
の
施
設

隊
員
に
対
し
て
重
機
の
操
作
等

の
教
育
を
行
う
も
の
で
、
自
衛

隊
初
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。 

 

今
２
曹
は
、
ケ
ニ
ア
の
首
都
ナ

イ
ロ
ビ
に
あ
る
Ｈ
Ｐ
Ｓ
Ｓ
（※

）
に

お
い
て
、
ル
ワ
ン
ダ
、
ウ
ガ
ン
ダ
、

ケ
ニ
ア
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
４
カ
国
の

施
設
隊
員
に
対
し
て
重
機
の
操

作
要
領
を
教
育
し
た
。
「
言
葉
の

壁
は
も
ち
ろ
ん
、
文
化
や
風
習

の
違
い
に
よ
り
苦
労
も
多
か
っ
た

が
、
過
去
２
回
の
国
際
平
和
協

力
活
動
へ
の
参
加
経
験
か
ら
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
や
絵
を
描
く
等
の
工

夫
に
よ
り
そ
れ
ら
を
克
服
し
、

受
講
生
の
即
戦
力
化
に
貢
献
で

き
た
。
非
常
に
や
り
が
い
の
あ
る

任
務
だ
っ
た
の
で
、
機
会
が
あ
れ

ば
ま
た
参
加
し
た
い
。
」
と
話
し

た
。 

 
多
様
化
、
複
雑
化
す
る
国
際

平
和
協
力
活
動
に
お
い
て
、
施

設
部
隊
の
ニ
ー
ズ
は
さ
ら
に
高

ま
っ
て
い
る
。
第
12
施
設
群
は
、

あ
ら
ゆ
る
任
務
に
即
応
す
べ
く

施
設
技
術
の
向
上
と
今
２
曹
に

続
く
隊
員
の
育
成
に
努
め
る
。 

任務完遂！無事帰還！ 
国連ＰＫＯアフリカ施設部隊能力早期展開支援 

言葉の壁を超えた「絆」 
 

新千歳空港では北部方面施設副隊長 
中田１佐の出迎えを受ける 

ジェスチャーや絵を描く等 
工夫して教育した 

駐屯地司令 山根１佐による訓示 
 

帰国報告をする今２曹 
 

家族と約２カ月ぶりの再会に 
笑顔がこぼれる ※ ＨＰＳＳとは：Humanitarian Peace Support School 

     （人道的平和支援学校）の略 

第１１旅団長初度視察 

 

10
月
19
日
、
岩
見
沢
駐
屯
地
（
司
令
・

山
根
１
佐
）
は
、
第
11
旅
団
長
甲
斐
将
補

の
初
度
視
察
を
受
け
た
。 

 

司
令
か
ら
状
況
報
告
を
受
け
駐
屯
地

の
取
り
組
み
を
確
認
し
た
旅
団
長
は
、
隊

内
巡
視
で
警
備
の
観
点
か
ら
警
衛
所
を
、

災
害
へ
の
即
応
の
観
点
か
ら
即
動
車
両
及

び
管
理
官
倉
庫
を
、
渉
外
広
報
の
観
点

か
ら
陶
芸
場
を
視
察
さ
れ
た
。 

 

特
に
管
理
官
倉
庫
で
非
常
用
糧
食
の

保
管
状
況
を
確
認
さ
れ
た
旅
団
長
は

「
各
部
隊
・
中
隊
分
の
非
常
用
糧
食
を
管

理
官
倉
庫
で
保
管
し
、
初
動
班
分
を
勤

務
隊
舎
で
一
括
管
理
し
て
、
持
ち
出
し

を
容
易
に
し
て
い
る
の
は
よ
ろ
し
い
。
」
と

述
べ
ら
れ
、
当
駐
屯
地
が
即
応
態
勢
に
対

し
て
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を

確
認
し
て
い
た
だ
い
た
。 

 

ま
た
、
昭
和
40
年
に
岩
見
沢
駐
屯
地
陶

芸
部
と
し
て
発
足
、
現
在
ま
で
隊
員
の
余

暇
活
動
や
家
族
陶
芸
・
市
民
陶
芸
で
地

域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
て
き
た
陶
芸
場
や

歴
代
の
作
品
を
目
の
当
た
り
に
し
、
駐
屯

地
と
し
て
伝
統
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
、
旅
団
長
は
深
い
感
銘
を
受
け
て
い
た
。 

 

駐
屯
地
は
今
後
も
歴
史
と
伝
統
を
継

承
し
て
い
く
と
と
も
に
、
各
関
係
機
関
と

締
結
し
て
き
た
大
規
模
災
害
時
等
に
お

け
る
留
守
家
族
支
援
に
関
す
る
協
定
の

調
整
・連
携
を
密
に
し
て
、
市
民
に
と
っ
て

真
に
必
要
と
さ
れ
る
「
お
ら
が
町
の
駐
屯

地
を
目
指
し
て
い
く
。 

隊内巡視（管理官倉庫） 
 

岩見沢市長、三笠市長をはじめ、多数の 
ご来賓の方々のご臨席をいただいた 

多大なるご支援をいただいた隊友会岩見沢支部 
（支部長 傳法和美氏）へ記念品を手渡す 



ふるさと百餅祭りを支援 
１７万５千人が来場、地域の活性化に寄与 

 

９
月
19
日
か
ら
21
日
の
３
日
間
、
岩
見
沢
駐
屯
地
（
司
令
・
山
根
１
佐
）
は
、

岩
見
沢
市
中
心
商
店
街
で
開
催
さ
れ
た
ふ
る
さ
と
百
餅
祭
り
を
支
援
し
た
。 

 

ふ
る
さ
と
百
餅
祭
り
は
昭
和
58
年
、
岩
見
沢
開
基
１
０
０
周
年
を
迎
え
た

年
で
あ
る
こ
と
、
９
月
に
は
敬
老
の
日
が
あ
る
こ
と
、
「
１
０
０
歳
ま
で
生
き

る
」
と
い
う
願
い
を
込
め
て
１
０
０
と
い
う
数
字
に
こ
だ
わ
り
名
付
け
ら
れ
、

岩
見
沢
特
産
品
の
米
（
も
ち
米
）
を
使
い
、
世
界
一
の
大
臼
で
一
度
に
60
㎏
の

餅
を
つ
く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
お
祭
り
で
、
今
年
で
33
回
目
を
迎
え
る
。 

 
今
回
は
第
３
１
２
施
設
器
材
中
隊
（
中
隊
長
・
橋
本
１
尉
）
が
ク
レ
ー
ン
で

櫓
の
構
築
及
び
撤
収
を
支
援
し
、
第
３
０
２
坑
道
中
隊
（
中
隊
長
・
丸
山
３

佐
）
が
炊
事
車
に
よ
り
汁
粉
を
作
っ
た
。
汁
粉
は
３
日
間
で
８
，
４
０
０
食
を

用
意
し
た
が
、
毎
回
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
品
切

れ
と
な
っ
た
。 

 

３
日
間
で
延
べ
17
万
５
千
人
が
来
場
し
た
今
回
の
祭
り
支
援
を
と
お
し
て
、

地
域
住
民
の
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
と
協
力
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
の
活
性
化
に
寄
与
し
た
。
ま
た
、
札
幌
地
方
協
力
本
部
岩
見
沢
地
域

事
務
所
と
合
同
で
広
報
ブ
ー
ス
を
開
設
し
、
募
集
広
報
に
お
い
て
も
大
き
な

成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。 札幌地方協力本部との 

合同広報ブース 
開会式に参加する 

駐屯地司令 山根１佐 

一度に使うもち米は 
１俵（約６０Kg) 

施設科ならではのロープワーク 
 

クレーンにより櫓の構築を支援した 
第３１２施設器材中隊 

汁粉作りを支援した 
第３０２坑道中隊の６名 

３日間で作った汁粉は８，４００食 
 

岩見沢自衛隊協力会、自衛隊父兄会岩見沢支部、 
駐屯地友の会による部隊見学を支援 

 

８
月
25
日
、
岩
見
沢
駐
屯
地
（
司
令
・

山
根
１
佐
）
は
岩
見
沢
自
衛
隊
協
力
会
、

自
衛
隊
父
兄
会
岩
見
沢
支
部
、
駐
屯
地

友
の
会
に
よ
る
千
歳
基
地
第
２
航
空
団

の
部
隊
見
学
を
支
援
し
た
。 

 

今
年
は
、
協
力
会
、
父
兄
会
合
同
の
部

隊
見
学
に
駐
屯
地
友
の
会
か
ら
も
多
数

参
加
し
た
。 

 

広
報
担
当
者
に
よ
る
戦
闘
機
及
び
救

難
隊
ヘ
リ
を
間
近
で
見
な
が
ら
の
説
明
に
、

見
学
者
は
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
聞
き
入

り
、
様
々
な
質
問
が
飛
び
交
っ
て
い
た
。

ま
た
、
訓
練
風
景
等
を
観
覧
し
た
見
学

者
は
「
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
日
頃
か

ら
厳
し
い
訓
練
を
や
っ
て
い
て
、
非
常
に

頼
も
し
い
で
す
。
」
と
述
べ
ら
れ
、
防
空
の

要
で
あ
る
千
歳
基
地
の
概
要
を
理
解
し

て
い
た
だ
い
た
。 

【 ＵＨ－６０Ｊ救難ヘリコプター】 
救難隊による説明 

【Ｕ－１２５Ａ救難捜索機】 
機内を見学 



Tokkyu
物流・・・・
それは“まごころ”のネットワーク
本社 〒068-0115 岩見沢市栗沢町最上498-9
TEL 0126-45-2792 FAX 0126-45-3053

h t t p : / / w w w . t o k k y u - g r o u p . j p

（札幌／札幌北／苫小牧／東北／関東／中部）（札幌／札幌北／苫小牧／仙台／福島／関東／中部／大阪） 

省エネ・節電のスペシャリスト 

岩見沢市3条西2丁目ツタヤビル4F店 主 平 井 
0126-(22)-8873 

飲み放題 3000円 （５名様から） 

北の国から 

SNACK 

代表取締役 

0126-22-5871 

岩見沢市有明町南１番地７ 

多彩な催しにご利用いただける施設です。 

株式会社 振興いわみざわ 

代表取締役 北市 宗三 

岩見沢市有明町南１番地７ 

お気軽にお電話ください。 

株式会社 振興いわみざわ 

北海道岩見沢市４条東１丁目 
Ｔｅｌ ０１２６－２５－９１１４ 

ご宴会プラン 
４～２０名様 

（お飲み物込） ２時間４，０００円より 
（お飲み物別） ３，０００円より 

承ります。 

001-H27-039 

〒068-0822  岩見沢市日の出台４丁目313 
Tel.0126-22-1001 内線338 

札幌支社 江別営業部 

 鈴  木  真  理  子 
Tel.０１１―３８３―８４５０ 
 
防衛省共済組合 岩見沢支部 常駐員 

 沼  達   美  歩 

株式会社パキラエージェント 
 

岩見沢市３条西１丁目５－１１ 
Tel．0126-22-0379 

Mobile.090-3114-9388 
E-mail:pachira-m@docomo.ne.jp 

P A C H I R A 

代表取締役 北川 めぐみ 

年越しそばもよろしく!! 



隊友会だより 

 

私
は
去
年
の
４
月
に
一
般
陸
曹
候
補
生
と
し
て
自

衛
隊
に
入
隊
し
、
前
期
教
育
を
第
１
２
０
教
育
大
隊

（
真
駒
内
）
で
、
後
期
教
育
を
北
部
方
面
通
信
群
（
札

幌
）で
受
け
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
は
、
第
３
１
４
基
地
通
信
中
隊
に
配
置
と

な
り
、
今
年
の
３
月
23
日
の
定
期
異
動
で
岩
見
沢
派

遣
隊
に
所
属
と
な
り
ま
し
た
。 

 

前
期
教
育
で
は
同
期
と
協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ

や
自
衛
官
と
し
て
基
本
的
な
知
識
を
学
び
、
後
期
教

育
で
は
通
信
科
隊
員
と
し
て
の
特
技
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。 

 

私
は
何
事
に
も
プ
ラ
ス
思
考
で
あ
り
、
過
ぎ
た
こ
と

は
あ
ま
り
深
く
考
え
な
い
よ
う
に
し
、
指
導
さ
れ
て

も
落
ち
込
む
の
で
は
な
く
、
次
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と

明
る
く
前
向
き
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

は
私
の
最
大
の
長
所
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

岩
見
沢
派
遣
隊
は
、
私
と
年
の
近
い
人
が
お
ら
ず
、

み
ん
な
が
年
上
な
の
で
少
し
緊
張
し
て
し
ま
う
と
こ

ろ
な
の
で
す
が
、
愉
快
な
同
期
が
一
人
い
る
の
で
何

と
か
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
同
期
も
来
年
で

辞
め
て
し
ま
う
の
で
少
し
寂
し
く
な
り
ま
す
が
、
今

度
は
同
期
の
代
わ
り
に
後
輩
が
配
置
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
私
が
後
輩
の
お
手
本
に
な
る
よ
う
な

先
輩
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
自
分
は
自
衛
官
だ
と
い
う

自
覚
の
も
と
、
国
民
の
負
託
に
こ
た
え
、
ど
こ
に
配
置

さ
れ
て
も
即
戦
力
に
な
れ
る
一
人
前
の
自
衛
官
を
目

指
し
、
こ
れ
か
ら
も
日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 
 
 

 
 

隊 

員 

紹 

介 
  
 
 

 

第
３
１
４
基
地
通
信
中
隊
岩
見
沢
派
遣
隊 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

陸
士
長 

山
口 

雄
太 

９．１０ 
北部方面通信群 
武装走競技会 

３３５施中 鈴木２曹 
二男 絢斗 （けんと） くん 

Ｈ２７．１０．２４ 

★ 部隊の出来事カレンダー ★ 

９月１４日～２２日 ＃２群合同訓練検閲 
         （第３３６施設中隊及び第３３７施設中隊訓練検閲） 
９月１９日～２１日 ふるさと百餅祭り支援 
９月２４日     新隊員特技課程及び 
            一般陸曹候補生課程後期教育修了式 
９月３０日     旗の波作戦に参加 
１０月１９日    第１１旅団長初度視察受け 
１０月２６日    国連ＰＫＯアフリカ施設部隊能力早期展開支援 
            プロジェクト派遣隊員帰国行事 
１０月２７日    駐屯地消防訓練 
１０月２８日    三笠父兄会部隊見学支援（千歳基地第２航空団） 
１１月４日～１４日 矢臼別演習場秋季定期整備 
 

 
10
月
24
日
、
隊
友
会
岩
見
沢
支
部
恒
例
の

親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
ポ
ル
タ
ト
ー
ホ
ー
ボ
ウ
ル

で
開
催
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
20
名
の
会
員
が
参
加
し
、
最
高
齢
が

81
歳
の
山
崎
氏
、
平
均
年
齢
66.

4
歳
、
昭
和

23
年
生
ま
れ
が
平
均
で
し
た
。 

 

支
部
長
の
開
会
式
で
ゲ
ー
ム
が
ス
タ
ー
ト
。

「
ボ
ー
ル
さ
ん
ピ
ン
に
向
か
っ
て
行
っ
て
く

れ
！
」
「
あ
～
ど
こ
行
く
ん
だ
！
」
な
ど
と
言

葉
を
発
し
な
が
ら
皆
さ
ん
和
気
藹
藹
と
ゲ
ー

ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
終
了
後
、
一
人

２
ゲ
ー
ム
の
合
計
得
点
で
順
位
を
決
め
、
表
彰

式
を
行
い
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
終
了
し
ま
し

た
。 

 

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

第
１
位 

田
代 

 

繁
之
氏
（76
歳
）３
２
３
点 

 

第
２
位 

板
山
敬
二
郎
氏
（64
歳
）３
１
３
点 

 

第
３
位 

工
藤 

 

浩
幸
氏
（46
歳
）３
１
２
点 

 

追
伸 

今
ま
で
何
も
隊
友
会
行
事
に
さ
れ
て

い
な
い
隊
友
会
員
の
方
、
年
に
１
回
何
か
の
行

事
に
参
加
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ぜ

ひ
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

隊
友
会
岩
見
沢
支
部 

  
 

 
 

 

親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ 今年も大いに盛り上がりました! 

来年はぜひ参加してください！ 

お
兄
ち
ゃ
ん
に 

な
り
ま
し
た
★ 




